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 ４月２６日、東海道線横浜～川崎駅間の生見尾（うみお）踏

切で発生した人身事故が発生しました。このとき事故対応にあ

たっていた検修社員や対向列車の運転士、消防士が作業中に、

隣接している京浜東北線や横須賀線の抑止が解除されていた

ことが分かりました。幸いにも死傷者はいませんでした。 

現場の生見尾踏切は東海道線と京浜東北線・横須賀線とは線

路の間隔が離れており、踏切も分かれていますが、１５号車付

近では線路の間隔が狭く、最悪の場合、触車の恐れがありまし

た。 

関係する鎌倉車両センター分会では原因究明委員会を開催

し、検証運動を行っています！！ 

 

過去には救急隊員が亡くなる事故も…            

 ２００２年１１月６日、ＪＲ西日本東海道線塚本～尼崎間で

人身事故負傷者の救護活動を行っていた救急隊員２名が後続

の特急電車に接触し、１名が死亡、もう１名が重傷を負う痛ま

しい事故も発生しています。運転士や指令間とのやり取りがう

まく行かず、救助活動中の安全確保が適切でなかったためとさ

れています。同じような事故や事象を二度と起こさないため

に、大船支部は命を最大の価値基軸に、現場と共に原因究明を

進めていきます！！ 


